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第 1 章 「稼げる大学」指令：日本の高等教育におけるパ

ラダイムシフト 
 

 

1.1. 政策の定義：10 兆円大学ファンドと国際卓越研究大学構想 
 

日本の高等教育政策は、歴史的な転換点を迎えている。その象徴が、通称「稼げる大学」政策

として知られる「国際卓越研究大学」構想である。この政策の中核をなすのは、科学技術振興

機構（JST）内に設立された 10 兆円規模の大学ファンドである 1。このファンドの目的は、そ

の運用益を用いて、「国際卓越研究大学」として認定された少数の大学に対し、長期的かつ大

規模な財政支援を行うことにある。 

この構想の根底には、安定した財源が大学の研究基盤を強化し、世界トップクラスの研究者を

引きつけ、最終的に新たな知とイノベーションを創出するという「好循環」を生み出すという

思想がある 1。この政策は、ハーバード大学をはじめとする米国のトップ大学が有する巨額の基

金（エンダウメント）や、中国などが加速させる研究開発投資への対抗策として明確に位置づ

けられている 1。政府は、このファンドを通じて、選ばれた大学が自律的に財源を多様化し、持

続的な成長を遂げるモデルを確立することを目指している。 

 

1.2. 公式目標：研究競争力の再興とイノベーションの促進 
 

本政策の第一の推進力は、日本の研究力の相対的な低下に対する強い危機感である。特に、被



引用数の多い質の高い論文数の減少や、国際的な大学ランキングにおける地位の低下が深刻な

問題として認識されている 7。政策の公式目標は、資源をポテンシャルの高い大学に集中投下

することでこの下降傾向を反転させ、日本の学術研究を再び世界のトップレベルに引き上げる

ことにある。 

第二の目標は、大学を経済成長のエンジンへと変革することである。大学で生まれた研究成果

の社会実装を強力に推進し、大学発スタートアップの創出や、産業界との連携（産学連携）を

活性化させることが期待されている 5。これにより、大学の「知」が新たな産業や雇用を生み

出し、日本の経済的活力に直接貢献するエコシステムを構築することが目指されている。 

 

1.3. 中核的メカニズム：「選択と集中」、ガバナンス改革、そして業績評

価 
 

この政策は、過去 20 年間の日本の科学技術政策の基本理念であった「選択と集中」を、より

先鋭化させたものと言える 10。支援対象はごく少数の大学に限定され、日本の大学システムの

中に明確なトップ層を形成することが意図されている。 

そして、本政策の最も特徴的な点は、大規模な財政支援と引き換えに、抜本的なガバナンス改

革を義務付けていることである。認定大学は、学外者が半数を占める強力な権限を持つ新たな

意思決定機関「運営方針会議」を設置し、その委員は文部科学大臣の承認を必要とする 11。こ

れは、大学運営に企業経営的な視点と説明責任を導入しようとする明確な意図の表れである。 

さらに、認定大学には年間平均 3%の事業規模成長という厳格な業績目標が課される。この目

標を達成できない場合、認定が取り消される可能性もある 11。この数値目標こそが、本政策が

「稼げる大学」と呼ばれる所以であり、最も多くの論争を巻き起こしている核心部分である。 

この構造は、10 兆円ファンドが単なる資金供給の手段ではなく、政府が長年目指してきた特定

の大学ガバナンスモデルを強制するための強力な政策的テコとして機能していることを示唆し

ている。潤沢な財政支援という魅力的なインセンティブを提示することで、従来「大学の自

治」を盾に抵抗してきた学術界に対し、外部主導の経営改革を受け入れさせるという、二重の

目的が内包されているのである 12。歴史的に大学自治への直接的な介入が強い反発を招いてき

た経緯を踏まえ、財政支援を介して間接的に、しかし強力に大学の組織構造そのものを変革し

ようとする、高度に戦略的な政策設計と言える。 

表 1：「稼げる大学」指針に関する主要ステークホルダーの立場 

 



ステークホルダー 中核的主張・目的 主要な政策ツール・

行動 
懸念・反対理由 

政府・文部科学省 国際競争力の回復、

イノベーション創

出、経済成長への貢

献 1 

10 兆円ファンドの

創設、国際卓越研究

大学の認定、ガバナ

ンス改革の義務付け 
12 

-  

経済界（経団連な

ど） 

産業界のニーズに応

える人材育成（課題

解決能力、文理融

合）、研究成果の迅

速な社会実装 2 

大学ガバナンスへの

参画、産学協創の推

進、共同研究への資

金拠出 14 

-  

大学執行部（推進

派） 

長期的・安定的な大

規模財源の確保、世

界トップクラスの研

究者招聘、大学の国

際的地位向上 4 

国際卓越研究大学へ

の応募、学内制度改

革の断行、外部資金

獲得戦略の策定 

-  

大学教職員・組合

（批判派） 

大学の自治と学問の

自由の侵害、基礎研

究・人文学の軽視、

大学間格差の拡大 10  

反対声明の発表、署

名活動、法案廃案の

要求 11 

運営方針会議の設

置、3%成長目標、

授業料値上げの可能

性 11 

 

第 2 章 推進派のビジョン：投資とイノベーションの好循

環 
 

 

2.1. 経済的要請：日本の研究力低下と国際競争への対応 
 

「稼げる大学」政策を推進する政府や産業界の根底には、日本の国際的地位の低下に対する強



い危機感が存在する。質の高い研究論文数の伸び悩みや国際大学ランキングにおける順位の低

迷は、単なる学術的な問題ではなく、国家の長期的な経済競争力を揺るがす重大な脅威と捉え

られている 7。米国や中国が官民を挙げて研究開発に巨額の投資を行う中、現状維持は相対的

な後退を意味する 6。したがって、この政策は、日本の未来を左右する科学技術覇権競争に打

ち勝つための、不可欠かつ大胆な国家戦略として位置づけられている。この文脈において、大

学はもはや単なる教育・研究機関ではなく、国家の経済安全保障と成長を担う中核的拠点とし

ての役割を期待されているのである。 

 

2.2. 産学連携の力：成功モデルの提示 
 

推進派は、すでに国内で成果を上げている大規模かつ戦略的な産学連携を、政策が目指す未来

像の具体例として提示している。これらの成功事例は、「稼げる大学」モデルが机上の空論で

はなく、実現可能なビジョンであることを示している。 

ケーススタディ：大阪大学とダイキン工業の「組織対組織」連携 
この連携は、個別研究者間の協力という従来の産学連携の枠を大きく超えるものである。ダイ

キン工業は 10 年間で総額約 56 億円という大規模な資金を提供し、共同研究だけでなく、ダイ

キン技術者への AI 人材養成プログラムや学生の長期インターンシップまでを含む包括的なパー

トナーシップを構築している 16。特筆すべきは、企業が課題を提示し大学が解決策を提案する

という一方的な関係ではなく、「問いから一緒に考える」という「協創」のアプローチを実践

している点である 20。これにより、企業の現場ニーズと大学の最先端の知見が融合し、新たな

価値創造が生まれる土壌が形成されている 21。 
ケーススタディ：東京大学の「産学協創」 
東京大学は、「産学協創」という独自の概念を掲げ、日立製作所、クボタ、NTT 東日本といっ

た日本を代表する企業と、組織対組織の大型連携を次々と締結している 23。これらの連携は、

個別の技術開発に留まらず、「Society 5.0」の実現や「食料・水・環境」といった地球規模の

課題解決という壮大なビジョンを共有し、文理融合の学際的なアプローチで取り組むことを特

徴としている 23。これは、大学が社会変革の主体となるという、本政策の理想を体現するモデ

ルである。 
ケーススタディ：早稲田大学のイノベーション・エコシステム 
早稲田大学は、産学連携を人材育成と資金獲得の好循環を生み出す「エコシステム」として捉

えている 28。企業からの共同研究費が博士課程の学生を経済的に支え、実践的な研究経験を積

んだ学生が高度人材として産業界に輩出される。そして彼らが将来、再び大学との連携を主導

するというサイクルを意図的に構築している。また、企業との連携窓口を一本化する「リサー

チイノベーションセンター」を設置するなど、連携を加速させるための組織改革も断行してい

る 29。 
これらの事例は、大学が産業界と深く連携し、知識と経済的価値を同時に創出するポテンシャ



ルを秘めていることを示している 30。 

 

2.3. スタートアップ・エコシステムの育成：研究室から市場へ 
 

「稼げる」モデルのもう一つの柱は、大学の研究成果を基盤とするスタートアップの創出であ

る。大学内に眠る革新的な技術シーズを事業化し、新たな市場を切り拓くことが期待されてい

る 9。政策は、研究開発から商業化までの間にある「死の谷」を乗り越えるための資金的・制

度的支援を強化することを目指している 24。 

ケーススタディ：慶應義塾大学イノベーション・イニシアティブ（KII） 
慶應義塾大学が設立したベンチャーキャピタル（VC）である KII は、このアプローチの先進事

例である 36。KII は、1 号ファンドの 45 億円から始まり、2 号で 103 億円、3 号では 202 億

円と、その規模を急速に拡大させながら、大学の研究成果を基にしたスタートアップへの投資

を体系的に行っている 39。これは、大学の知的資産を直接的な経済的価値に転換する、極めて

戦略的な取り組みである。 
しかし、日本の大学発ベンチャーが直面する現実は厳しい。多くのスタートアップは、初期段

階の資金調達を自己資金や親族からの借入に頼らざるを得ず、経営や事業開発を担う人材も慢

性的に不足している 40。大学ファンドに付随するギャップファンドの運営や直接投資、アクセ

ラレーションプログラムの展開といった施策は、こうした構造的な課題に正面から取り組むも

のであり、日本のスタートアップ・エコシステムを根底から強化する狙いがある 45。 

 

2.4. 経済界の期待：より応答性の高い大学へ 
 

産業界、特に経団連からの提言は、「稼げる大学」政策の強力な追い風となっている 2。経済

界は、大学に対して、変化の激しい時代に対応できる人材の育成を強く求めている。具体的に

は、専門知識だけでなく、「課題設定・解決能力」「チームワーク」「学び続ける力」といっ

た汎用的な能力を重視しており、全ての学生に対する文理融合教育やデータサイエンス・AI 教
育の必修化を提言している 2。 

さらに、大学自身が政府の運営費交付金に依存する体質から脱却し、より自律的な「経営体」

へと進化すべきだと主張している 2。そのために、学外の経営専門家をガバナンスに積極的に

登用し、財源を多様化することを求めている。これらの要求は、政府が進めるガバナンス改革

や財政的自立の促進という政策の方向性と完全に一致しており、産業界が大学改革の重要なパ

ートナーであることを示している。 



しかし、これらの成功事例や期待の裏には、大学と産業界の間に存在する根深い文化的な断絶

という課題が横たわっている。学術研究、特に基礎研究は、成果が出るまでに長い時間を要

し、その道筋は予測不可能である 58。一方、市場競争に晒される企業は、より短期的で予測可

能な研究開発成果を求める傾向が強い 60。この時間軸とリスク許容度の根本的なミスマッチ

は、産学連携における「意識の隔たり」や「煩雑な契約手続き」といった具体的な障壁として

現れる 60。ダイキンの事例でさえ、社内の「自前主義」という文化を乗り越えるためには、経

営トップの強力なリーダーシップが必要であった 20。「稼げる大学」政策は、財政的インセン

ティブを用いてこの断絶を乗り越えようとする試みであるが、それは同時に、産業界の論理を

大学という本来異質な文化を持つ組織に適用することでもある。この強制的な同調は、両者の

連携を促進する一方で、長期的な視点での自由な知の探求という、大学の最も重要な機能を損

なうリスクを内包している。 

 

第 3 章 批判派の懸念：大学の魂への脅威 
 

 

3.1. 大学の自治と学問の自由の浸食 
 

本政策に対する最も根源的な批判は、それが戦後日本の学術界が堅持してきた「大学の自治」

と「学問の自由」という基本理念を根底から揺るがすという点に集中している 11。日本の大学

の自治は、戦前の国家権力による学問への介入という苦い経験への反省から、憲法第 23 条が

保障する学問の自由を守るための制度的保障として確立されてきた歴史的経緯を持つ 13。 

批判派、特に大学教職員組合は、新設される「運営方針会議」の委員任命に文部科学大臣の承

認を必要とする条項を問題視している 11。これは、事実上、学長が学内コミュニティではなく

政府に対して責任を負う構造を生み出し、大学の意思決定が政府の意向に左右される危険性を

孕んでいる。彼らはこれを「大学自治の破壊」と断じ、大学が自らの理念に基づき運営される

べきだという原則が、財政支援と引き換えに売り渡されることへの強い警鐘を鳴らしている。 

 

3.2. 基礎研究と人文学の危機：「稼げる」指標の専制 
 

学術界内部からの最も切実な懸念は、「稼ぐ」ことを至上命題とする政策が、直接的な経済的



価値を生み出しにくい学問分野、とりわけ基礎研究と人文社会科学を圧迫し、衰退させるので

はないかという点にある 67。 

年間 3%という事業成長目標は、大学経営陣に対して、短期間で収益化が見込める応用研究や

実用化研究への資源配分を優先する強いインセンティブとして働く 11。その結果、成果が出る

までに何十年とかかるかもしれない、あるいは全く経済的価値に結びつかないかもしれない好

奇心探求型の基礎研究は、非効率な投資と見なされ、削減の対象となる可能性が高い。多くの

ノーベル賞受賞者が指摘するように、今日の応用技術は過去の地道な基礎研究の蓄積の上に成

り立っている 59。この源流を枯渇させることは、長期的には日本のイノベーション創出能力そ

のものを失わせる「ネタ切れ」状態を招きかねないという批判は深刻である。一部では、研究

者が基礎研究に専念できる環境を守るため、商業化は専門の別組織が担うべきだという分業論

も提唱されている 69。 

この政策が内包する最大級の皮肉は、その評価指標が、政策自身の究極的な目標である「画期

的なイノベーションの創出」を阻害する pe rve rse  incentive（不健全な動機付け）を生み出す

点にある。年間 3%という厳格で測定可能な財務目標は、大学経営陣にリスク回避的な行動を

促す。確実な目標達成のためには、既存技術の改良や、すでに市場が存在する分野での共同研

究といった、予測可能で短期的なリターンが見込めるプロジェクトが優先されるのは当然の帰

結である。一方で、科学史が示すように、真にパラダイムを変えるようなブレークスルーは、

予測不可能で高リスクな基礎研究から生まれることが多い。したがって、この政策は、イノベ

ーションの「種」を育む土壌を痩せさせ、目先の「果実」の収穫のみを奨励する可能性があ

る。これは、日本の研究ポートフォリオを短期的な応用研究に偏らせ、長期的な知的競争力を

損なうという、意図せざる結果を招く危険性をはらんでいる。 

 

3.3. 格差の助長：大学間に広がる深淵 
 

「選択と集中」という基本理念に忠実な本政策は、日本の大学間に存在する格差を決定的に拡

大させると批判されている 10。 

企業からの寄付金や科学研究費助成事業（科研費）といった外部資金の配分状況を見ると、す

でに旧帝国大学を中心とする一部の研究大学に資金が集中している現状が明らかである 70。大

学ファンドによる年間数百億円規模の支援は、この選ばれた少数の大学にのみ注ぎ込まれるた

め、支援を受ける大学とそうでない大学との間の財政的・研究的格差は、もはや埋めがたいレ

ベルにまで拡大するだろう。批判者たちは、これが「令和版帝国大学」の創設に他ならず、日

本の高等教育全体の多様性と厚みを損なうと主張している 10。また、地方大学の地盤沈下を加

速させ、大都市へのさらなる一極集中と地域間格差の拡大を招くことも懸念されている。 



 

3.4. 学生の視点：授業料高騰と教育の商品化 
 

学生やその保護者にとって最も直接的な懸念は、授業料の高騰である 15。大学が収益目標の達

成に迫られる中で、授業料の値上げは最も手軽で確実な収入増加策となる。政策文書で言及さ

れる「授業料の柔軟化」という言葉は、事実上の値上げ容認と受け止められている 10。 

実際に、東京大学などで授業料値上げの動きが具体化すると、学生からは大規模な反対運動が

巻き起こった 89。学生たちは、教育を受ける権利が経済力によって左右されるべきではないと

主張し、国立大学が担うべき公共的使命と、教育を市場原理に委ねる「商品化」との間の矛盾

を鋭く指摘している 88。彼らの視点から見れば、この政策は、学生を学問共同体の一員として

ではなく、大学の収益目標を達成するための「顧客」として扱うものであり、教育の本質を歪

めるものと映っている。 

 

第 4 章 国際比較：世界の大学資金とガバナンスの潮流 
 

日本の「稼げる大学」政策は、世界的な高等教育改革の文脈の中に位置づけられる。諸外国の

モデルを比較検討することは、日本の政策の独自性と課題を浮き彫りにする上で不可欠であ

る。 

 

4.1. 米国モデル：フィランソロピー、ベンチャーキャピタル、そしてシリ

コンバレー 
 

しばしば理想として言及される米国モデルは、巨額の民間寄付による基金、活発なベンチャー

キャピタル、そして大学と産業が有機的に結びついたエコシステムを特徴とする。特にスタン

フォード大学とシリコンバレーの共生関係は、その象徴である 92。このモデルは、大学の技術

移転機関（TLO）の強力な機能、企業が会費を払って大学の知見にアクセスする産業連携プロ

グラム、そして教員による起業を奨励する文化によって支えられている 92。重要なのは、これ

が政府のトップダウンの計画によってではなく、地域の起業家精神と潤沢なリスクマネーとい

う土壌から、ボトムアップで有機的に形成されてきた点である。 



 

4.2. 欧州の経験：英国の「インパクト」評価とドイツの「エクセレンス・

イニシアティブ」 
 

欧州のモデルは、より国家主導的な性格が強い。 

英国： 英国の研究評価制度（Research Excellence Framework, REF）は、日本の政策と多くの

共通点を持つ。REFは、大学の研究の質を評価し、数十億ポンドの基盤的経費を配分するシス

テムであり、近年、学術界を超えた社会・経済への「インパクト」を評価する比重を高めてい

る 94。この「インパクト」重視の姿勢は、日本の社会実装の要求と軌を一にする。英国では、

この制度が大学に社会貢献を可視化させるインセンティブとして機能したと評価される一方

で、基礎研究や人文科学に不利に働く、評価のための官僚的負担が大きいといった批判も根強

い 97。 

ドイツ： ドイツの「エクセレンス・イニシアティブ」は、日本の「選択と集中」戦略の直接的

な先行事例である。この政策は、国内の大学から少数の「エリート大学」を選抜し、集中的に

資金を投下することで、国際的な競争力を高めることを目的としていた 102。その結果、選ばれ

た大学の国際的評価は向上したが、もともと規模が大きく資金力のある大学や研究分野がさら

に強化される傾向が強く、小規模で専門的な分野の多様性が損なわれる可能性も指摘されてい

る 106。 

 

4.3. 戦略的国家モデル：台湾の半導体人材育成と韓国の産業直結型教育 
 

東アジアの競合国は、より明確な国家戦略の下で高等教育と産業政策を連動させている。 

台湾： 政府は、世界をリードする半導体産業の競争力を維持するため、大学に専門の研究学院

や教育プログラムを設立させ、TSMC（台湾積体電路製造）をはじめとする企業と緊密に連携

させることで、高度専門人材の安定的な供給パイプラインを構築している 107。 

韓国： 政府は「産学協力促進法」などを通じて、企業が学費を支援する見返りに卒業後の就職

を約束する「契約学科」制度など、大学教育と産業界のニーズを直接結びつける政策を強力に

推進してきた 117。 

これらの国際比較から、日本の政策設計における一つの根本的な矛盾が浮かび上がる。日本の

政策担当者は、しばしばシリコンバレーに代表される米国の「ボトムアップ型」エコシステム



の成果を目標として掲げる。しかし、その実現のために採用された手法は、10 兆円という政府

主導の単一ファンドが大学を選別し、ガバナンスや業績評価の基準をトップダウンで課すとい

う、ドイツや英国、東アジア諸国に見られる「国家主導型」のモデルに極めて近い。この「目

指すモデル」と「採用する手段」の間のねじれは、本質的な問いを投げかける。すなわち、中

央集権的なメカニズムを用いて、分権的で自律的なエコシステムの成果を本当に再現できるの

か、という問いである。この戦略的ディソナンスは、政府の指令に従うことには長けている

が、米国モデルを特徴づける真の自律性や起業家精神に欠ける大学を生み出してしまうリスク

を秘めている。 

表 2：世界の大学資金・評価モデルの国際比較分析 

項目 日本（国際卓

越研究大学） 
米国（トップ

私立大学） 
英国 ドイツ 

主要な資金メ

カニズム 
中央集権的な

政府ファンド 
民間基金、寄

付、VC 
競争的な国か

らのブロック

グラント 

連邦・州政府

による競争的

資金 

中核的な評価

ロジック 
財務的成長指

標（年 3%） 
ピアレビュー

と市場での成

功 

「インパク

ト」を含む総

合的質評価

（REF） 

専門家パネル

による「卓越

性」評価 

ガバナンスの

重点 
政府主導の改

革（運営方針

会議） 

理事会による

経営とシェア

ード・ガバナ

ンス 

国家的な評価

機関（UKRI） 
伝統的な学問

的自治と州政

府の監督 

モデルの強み 戦略的な国家

目標への資源

集中 

市場のダイナ

ミズム、起業

家精神 

社会的説明責

任の高さ 
基礎研究の質

の高さ 

批判・弱点 大学の自治へ

の脅威、格差

拡大 

著しい格差、

公共性の欠如 
官僚主義、指

標の形骸化

（ゲーミン

商業化への展

開の遅さ 



グ） 

 

第 5 章 統合と分析：二項対立の克服 
 

 

5.1. 「稼ぐ」ことと「学ぶ」ことの調和：偽りの対立か、根源的対立か 
 

「稼げる大学」を巡る議論は、しばしば「経済的価値（稼ぐ）」と「学術的価値（学ぶ・研究

する）」の二項対立として描かれる。推進派は、両者が相互に強化し合う関係を主張する。例

えば、東京大学の松尾豊教授は、大学には未開拓の収益化ポテンシャルが眠っており、それを

活用することで研究環境全体を豊かにできると論じている 124。このビジョンでは、産学連携で

得た収益が基礎研究や人材育成に再投資され、好循環が生まれる。 

一方で批判派は、収益化への圧力が、知的好奇心に基づく純粋な研究や教育の精神を必然的に

蝕むと警鐘を鳴らす 125。この見方では、両者の価値基準は根本的に異なり、両立は不可能であ

る。 

本分析によれば、この対立は不可避なものではなく、政策設計によって作り出された側面が強

い。「稼ぐ」という行為そのものが問題なのではなく、「稼ぐ」ことの定義が、年間 3%の事

業収入増という短期的かつ狭い財務指標に限定されていることが問題の核心である。この指標

が、大学に対して短期的な収益プロジェクトを優先するよう強く誘導し、長期的な学術的価値

との間に緊張関係を生み出している。 

 

5.2. ガバナンスのジレンマ：説明責任と自律性の両立 
 

巨額の公的資金を投入する以上、大学に高いレベルの説明責任を求めることは正当である。し

かし、それが創造性の源泉である学術的自律性を損なうことがあってはならない。このジレン

マの解決が、ガバナンス改革の鍵となる。 

本政策が提案する「運営方針会議」は、権限を外部委員が多数を占める単一の機関に集中させ

ることで、トップダウンの意思決定を強化しようとするものである。これに対し、米国の大学



で実践されている「シェアード・ガバナンス（共有ガバナンス）」というモデルは、重要な示

唆を与える 126。このモデルでは、理事会、学長を中心とする執行部、そして教授会が、それぞ

れの専門領域に応じて責任と権限を分担する。例えば、財政や長期戦略は理事会が、カリキュ

ラムや研究方針は教授会が、日常の運営は執行部が、それぞれ主要な責任を負う。このような

権限の分担は、外部からの説明責任の要求に応えつつ、学問的な事柄に関する意思決定の自律

性を確保するための洗練された仕組みである。日本の改革は、このような権限分担の思想より

も、権限集中の思想に傾いているように見え、それが学内からの強い反発を招く一因となって

いる。 

 

5.3. 財源の難問：基盤的経費と競争的資金のバランス 
 

日本の大学、特に国立大学が直面する研究力低下の根本的な原因の一つに、長年にわたる基盤

的経費（運営費交付金）の削減がある 7。基盤的経費は、大学が安定的・継続的に教育研究活

動を行うための土台となる財源である。この土台が痩せ細る中で、競争的資金の獲得競争が激

化し、研究者は短期的な成果を求められ、研究環境全体が疲弊してきた。 

運営費交付金の一部を評価に基づいて傾斜配分する制度は、すでに大学間の競争と不安定さを

生み出している 133。大学ファンドは、この傾斜配分を究極の形で体現したものと見なすことが

できる。健全な学術エコシステムは、全ての大学の活動を支える安定的で十分な基盤的経費と

いう土台の上に、卓越した研究をさらに加速させるための競争的資金が上乗せされる構造を持

つべきである。基盤的経費を競争的資金で置き換えようとするかのような現在の政策の方向性

は、大学システムの土台そのものを揺るがしかねない。 

 

第 6 章 提言：持続可能で革新的な学術の未来へ 
 

本報告書の分析に基づき、日本の高等教育が直面する課題を克服し、真に持続可能で革新的な

未来を築くため、以下の 4 つの戦略的提言を行う。 

 

6.1. ガバナンスの再設計：「日本型シェアード・ガバナンス」の導入 
 

政府が提案する、外部からの統制色が強い「運営方針会議」に代わり、日本の大学文化に適応



した「日本型シェアード・ガバナンス」モデルを構築することを提言する。 

この新たな意思決定機関は、学内から民主的に選出された教員代表、学長を含む執行部、産業

界や金融界からの外部専門家、そして卒業生や地域社会の代表者を含む、バランスの取れた構

成とすべきである。その役割は、大学全体の長期的なビジョンを策定し、財政的な健全性を監

督し、社会に対する説明責任を果たすことに重点を置く。一方で、カリキュラムの設計、研究

テーマの優先順位付け、教員人事といった純粋に学術的な事項に関する最終的な意思決定権限

は、教授会などの学内組織に委ねることを明確に規定する。この権限の分担と明確化により、

外部の視点を取り入れたダイナミックな経営と、学問の自由という核心的価値を両立させるこ

とが可能となる 126。これは、トップダウンの管理ではなく、信頼と協働に基づくガバナンスへ

の転換を意味する。 

 

6.2. ハイブリッド型資金モデルの確立：基礎研究の保護と応用の奨励 
 

短期的な収益目標が基礎研究を圧迫するという根本的な対立を解消するため、大学の資金モデ

ルを再構築する。 

第一に、政府は全ての国立大学法人に対し、基盤的経費（運営費交付金）を持続的かつ大幅に

増額することを国家的な責務として約束すべきである。これは、人文社会科学や基礎科学を含

む学問の多様性を維持し、日本の知の基盤そのものを安定させるための絶対的な前提条件であ

る 132。 

第二に、10 兆円大学ファンドの役割を明確に再定義する。その運用益は、①リスクは高いが

社会的なインパクトが期待される大規模な応用研究、②大学の研究成果を事業化するための技

術移転活動、③大学発スタートアップ・エコシステムの育成、という三つの領域に特化して支

援する。これにより、基盤的経費が「知の探求」を支え、大学ファンドが「知の活用」を加速

させるという、役割分担の明確な「デュアル・トラック・システム」が確立される。このハイ

ブリッドモデルは、基礎研究を保護しつつ、社会実装へのインセンティブも同時に提供するも

のである。 

 

6.3. 真のイノベーション・エコシステムの醸成：資金から人材と「場」へ 
 

イノベーションは資金だけで生まれるものではない。それを支える人材とインフラの育成が不

可欠である。 



人材育成: 大学の技術移転や産学連携を担う専門職（URA：ユニバーシティ・リサーチ・アドミ

ニストレーター、TLO 専門職員、ベンチャー・キャピタリストなど）のキャリアパスを確立

し、産業界と同等以上の魅力的な処遇を提供するための国家的な戦略を策定する 45。 

「場」の創出: 東北大学が推進する「サイエンスパーク」構想のように、大学の研究者、スタ

ートアップ、企業の R&D 部門が物理的に集積し、日常的に交流できる「イノベーション・コ

モンズ（共創拠点）」の整備を全国の主要大学で支援する 137。 

社会との共創: 従来の産学官連携の枠を超え、市民が主体的に課題解決に参加する「リビング

ラボ」や、市民社会を正式なパートナーとして位置づける「クアドルプル・ヘリックス（産学

官民連携）」モデルを積極的に導入し、大学の知が社会の多様な課題解決に直接結びつく仕組

みを構築する 140。 

 

6.4. 「インパクト」の再定義：長期的・多角的評価フレームワークへの転

換 
 

年間 3%という硬直的な財務目標は、短期的な成果主義を助長し、長期的なイノベーションを

阻害するリスクが高い。これを撤廃し、より洗練された多角的な評価フレームワークを導入す

ることを提言する。 

この新しいフレームワークは、英国の REFの経験や、研究評価に関するサンフランシスコ宣言

（DORA）の精神を参考にすべきである 144。評価は、経済的インパクトだけでなく、公共政策

への貢献、文化的価値の創造、健康・環境問題の解決といった、多様な社会的インパクトを総

合的に勘案するものでなければならない。評価手法も、定量的な指標だけでなく、そのインパ

クトの質的な意義を深く記述した「インパクト・ケーススタディ」を重視する。このような長

期的かつ多角的な評価軸を導入することで、大学は目先の収益にとらわれることなく、その本

来の多様な公共的使命を追求することが可能となり、結果として、より豊かで持続可能なイノ

ベーションが生まれる土壌が育まれるであろう。 
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